
環境
*********************************************************************************

　担当課 農林水産課　　（2019年9月回答）〔9/9～9/13〕

　提案・意見 農業者が道路に田んぼの土を落としていきます

　田植えと稲刈りのシーズンに農業者が田植え機や稲刈り機についた土をそ
のままにして走るので家の前の道路が泥だらけになります。
　それがやがて排水溝に流れるので毎年の溝掃除が大変です。
　汚れたら綺麗にする。これは常識です。農業者に道を洗うように言ってく
ださい。言わないなら、市が道路保全で綺麗にしてください。車通りもそこ
そこあるので本当に泥だらけになります。家の前を泥だらけにされるのはも
う嫌です。

　回答

　トラクター等で農作業を行った後、田や畑から公道に出る前には、泥を落
としてから走行するよう、市や関係機関から農業者に対して協力や対応を依
頼するなどの呼びかけを行っているところです。道路に落ちた土は、通行の
妨げになる場合があり、ホコリの原因にもなります。
　市としましては、今後とも農業者に対し協力を呼びかけるなど、真摯に対
応していきますので、農業者とそこで生活する皆さん双方が、協同して快適
な生活空間を築いていただけるよう農業者に対するご理解とご協力をお願い
します。



環境
*********************************************************************************

　担当課 農林水産課、環境課　　（2019年9月回答）〔9/9～9/13〕

　提案・意見 農業者が大量の籾殻の山を築いています

　農業者が家の前の麦畑に大量の籾殻の山を築いています。
もしかしたら火をつけて処分するんじゃないでしょうね。もしそんなことを
したら、消防を呼びますよ。
　近隣住民の煙被害も考えてください。

　回答

　稲作は、代掻き、田植え、畦草刈り、稲刈りや籾摺りなどの農作業を経
て、消費者にお米として届きます。これらの一連の作業のうち、籾摺り作業
で生じた籾殻については、焼却処分などを行った後、田畑の肥料として利用
されている農業者もみえます。
　ご指摘のありました籾殻の焼却についてですが、農業を営むためにやむを
得ない野焼きとして、廃棄物処理法の野焼き禁止の例外的な焼却行為で認め
られています。しかし、例外として認められても、周囲の生活環境保全のた
めに、時間帯や風向きなどに配慮する必要があります。
　そのため、市としても適正に処理していただくため、悪臭や煙害のお知ら
せを受けたときには市職員がご本人に、むやみに燃やさないよう啓発を行っ
ておりますので、ご理解賜りますようお願いいたします。



観光
*********************************************************************************

　担当課 観光振興課　　（2019年9月回答）〔9/9～9/13〕

　提案・意見 イスラム教について

　イスラムとはアラビア語で「帰依」唯一の神（アラー）の意思に従う者を
「ムスリム」（帰依する者）と呼ぶ。
　世界で多数派をしめるイスラム教徒（ムスリム）の訪日観光客増加に向け
て伊勢市も誘客を目指しムスリムの礼拝ができるスペースの整備に検討され
ていたと聞く（中日新聞2018.4.30）。
　いくら観光目的で伊勢神宮のひざもとにイスラム教の礼拝所を設けるとい
う発想はどこからきているのだろうか。
　伊勢市において神宮の幟旗等、政教分離につとめて下さい。

　回答

　過去に当市が礼拝所を設置するといった報道がされましたが、正しくは宇
治浦田観光案内所のトイレスペースを多目的スペースとして改修するにあた
り、その用途の一つとして休憩や授乳のほか、ムスリムの方の礼拝も考えら
れると説明したものであり、礼拝所、又は礼拝専用スペースを設けるといっ
た発表は一切しておりません。
　しかし、多目的スペースとしての整備についても様々なご意見が寄せられ
たことから、方針を見直し、平成30年3月7日付で白紙撤回する旨を発表して
おります。
　現在、宇治浦田観光案内所のトイレスペースを授乳室及び自転車・車いす
置場へ改修する工事を進めており、伊勢市を訪れる方が快適に観光していた
だける環境づくりに努めています。
　何卒ご理解のほどよろしくお願いいたします。



防災
*********************************************************************************

　担当課 危機管理課　　（2019年9月回答）〔9/9～9/13〕

　提案・意見 防災無線

　防災無線のアンテナが曲がっていた。小俣町湯田61 (湯田保健福祉会館)

　回答

　ご指摘いただきました内容について、現地を確認したところ曲がっており
ましたので、保守委託業者に連絡し修理を完了いたしました。
　ご連絡ありがとうございました。



福祉
*********************************************************************************

　担当課

　保育所・認定こども園の児童の受入人数は、保育室の面積・保育士の人数
等により決まります。保育士の人員配置は、新年度の入所児童数に合わせて
行いますので、年度途中の入所にあたっては、当初の人員配置の受入枠に空
きがあれば入所が可能となります。
　育児休業を１年取得後に復帰されますと、０歳児での入園申込をされる場
合が多いと思われますが、０歳児は基準上、児童３名につき保育士１名の配
置が必要となっております。伊勢市におきましても他市同様、保育士不足の
状況にあり、ご指摘のとおり、受入れできる児童の人数に限りがあるため、
保育所・認定こども園の途中入園については月が進むにつれて厳しくなるの
が現状です。
　引続き受入枠の拡充と保育士の確保に努めてまいりますので、ご理解いた
だきますようお願いいたします。

こども課　　（2019年9月回答）〔9/9～9/13〕

　提案・意見 保育所について

　伊勢市は途中入所が難しいじゃないですか？育休が4月に終わらず年度の途
中に終わると下の子は預けられませんか？仕事復帰をしないと、預けられな
いのですか？そうなると途中で育休を１年取らず、早めに復帰しないと難し
いですか？

　回答



福祉
*********************************************************************************

　担当課 こども課　　（2019年9月回答）〔9/9～9/13〕

　提案・意見 学童について

　半年後に小学校入学を控えており、共働きのため、学童について調べ、例
年10月１日の広報で募集案内が出ているため学区の学童クラブに問い合わせ
たところ、来年度の申し込みは４月に始まっており５人の枠にすでに15人の
キャンセルまちとの回答でした。共働きが増えているなかで、学童の整備を
早急にお願いしたいです。また、例年の広報の案内時期での申し込みではす
でに利用は不可能だと思いますが、周知についてもいかがお考えですか？地
域によって学童に入れるところと入れないところがあり、送迎など、なにか
支援を考えていただきたいてす。

　回答

　市としましても、一部の学区につきましては、放課後児童クラブ（以下、
クラブといいます）の定員に対して多くの利用希望があることを把握してお
ります。現在、クラブの増設・拡張等を含めた解決方法の模索を行っている
ところであり、今後も継続して検討してまいります。
　また、周知につきましては、ご指摘いただきましたとおり、広報配布前に
募集が開始されているクラブもありましたので、各クラブにご協力いただ
き、令和２年10月1日号に掲載予定の令和３年度募集からは、募集開始時期が
広報配布後となるように調整をいたしました。
　最後に、送迎支援につきましては、クラブ未設置の小学校区、あるいは障
がい児の受入においては近隣のクラブの送迎により受入を行っております
が、送迎にかかる車輌や人員の確保などの課題もあり、実施できないクラブ
もございます。そのような場合には、ファミリー・サポート・センター事業
による送迎の案内をさせていただいているところですが、この点につきまし
ても、クラブの増設・拡張等により解決していきたいと考えております。
　今後とも、利用ニーズに対応できるようクラブの充実に努めてまいります
ので、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。



福祉
*********************************************************************************

　担当課 介護保険課　　（2019年9月回答）〔9/9～9/13〕

　提案・意見 介護保険について

　主人７９才がこの度永眠いたしましたが、おかげさまで、介護支援を受け
ることなく、これまですごせました。
　長い間、保険料を払い終えた者に、何かささやかなごほうびの様なことで
もあれば、いいのになあと感じた次第です。

　回答

　介護保険制度につきましては、40歳以上の人が加入者となって介護保険料
を納め、介護や支援が必要になったときには要介護認定の申請をしていただ
き、認定後に費用の一部を支払ってサービスを利用できるものです。この度
は、サービスを利用することがなく過ごすことができたとのことですが、介
護保険制度は介護を社会全体で支えあうしくみですので、制度の趣旨にご理
解、ご協力をお願いいたします。


